
日
本
で
最
初
の
断
種
法
案
は
、
荒
川
五
郎
ほ
か
が
一
九
三
四
年

に
提
出
し
た
民
族
優
生
保
護
法
案
で
あ
っ
た
。
政
府
は
一
九
三
九

年
に
国
民
優
生
法
案
を
帝
国
議
会
に
提
出
し
、
こ
れ
は
部
分
修
正

の
う
え
一
九
四
○
年
に
可
決
さ
れ
た
。
前
報
で
は
、
荒
川
案
の
頃

ま
で
に
日
本
で
学
術
的
と
い
え
る
精
神
疾
患
遺
伝
の
研
究
は
血
族

結
婚
に
関
す
る
も
の
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
の
べ
た
。

一
九
三
八
年
の
内
村
祐
之
『
精
神
病
の
遺
伝
』
が
あ
げ
る
の
は
、

も
っ
ぱ
ら
ド
イ
ツ
の
調
査
結
果
で
あ
る
。
三
宅
鑛
一
ら
の
「
精
神

病
ノ
統
計
二
関
ス
ル
研
究
」
（
一
九
三
七
）
は
、
早
発
性
痴
呆
、
麻

痒
性
痴
呆
、
酒
精
精
神
病
、
穰
澗
、
躁
諺
病
、
変
質
者
、
精
神
薄

弱
の
臨
床
統
計
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
遺
伝
の
項
に
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
直
系
、
傍
系
に
お
け
る
精
神
疾
患
、
大

酒
な
ど
の
有
無
に
関
す
る
お
お
ま
か
な
統
計
で
、
こ
の
点
こ
れ
ま

36

日
本
の
精
神
病
学
に
お
け
る

遺
伝
学
的
研
究
の
歴
史
（
そ
の
二
）

岡
田
靖

雄

で
の
も
の
と
同
系
列
の
も
の
で
あ
っ
た
。

血
族
結
婚
調
査
に
つ
づ
く
段
階
の
も
の
は
、
臨
床
統
計
的
研
究
、

臨
床
遺
伝
学
的
研
究
、
双
生
児
法
に
よ
る
研
究
、
家
系
調
査
、
一

般
人
口
調
査
（
一
斉
調
査
法
お
よ
び
穿
刺
法
）
で
あ
る
。

順
序
と
し
て
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
の
研
究
の
紹
介
を
あ
げ
て
お

こ
う
。
内
村
に
よ
る
総
説
的
紹
介
（
一
九
三
八
）
に
つ
づ
き
、
諏
訪

望
、
高
木
四
郎
、
懸
田
克
躬
が
そ
れ
ぞ
れ
癒
燗
、
躁
鯵
病
、
分
裂

病
に
つ
き
紹
介
（
一
九
三
九
）
。
一
九
四
○
年
に
は
児
玉
昌
が
ワ
イ

ン
ベ
ル
グ
の
遺
伝
統
計
法
、
ま
た
分
裂
病
に
つ
き
、
翌
年
に
は
諏

訪
が
精
神
薄
弱
に
つ
き
紹
介
し
た
。

臨
床
統
計
的
研
究
は
、
実
は
か
な
り
は
や
い
一
九
二
四
年
に
齋

藤
玉
男
が
分
裂
病
に
つ
き
は
じ
め
た
。
か
れ
は
一
九
三
四
’
三
五

年
に
そ
れ
を
す
す
め
、
一
九
三
五
’
三
六
年
に
は
躁
鯵
病
に
つ
き

研
究
し
、
そ
れ
ら
に
も
と
づ
き
遺
伝
生
物
学
的
仮
説
も
構
成
し
た
。

青
木
延
春
ら
は
厚
生
省
に
よ
る
調
査
結
果
を
一
九
四
一
年
に
、
児

玉
ら
は
一
九
四
三
年
に
精
神
薄
弱
に
つ
き
報
告
し
た
。

詳
細
な
臨
床
研
究
に
よ
る
臨
床
遺
伝
学
的
研
究
の
最
初
の
も
の

は
中
川
秀
三
に
よ
る
同
胞
分
裂
病
例
の
報
告
で
あ
る
（
一
九
三

六
）
。
一
九
四
二
年
に
滿
田
久
敏
は
分
裂
病
に
つ
き
報
告
し
、
こ
の
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九
四
○
）
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

研
究
は
非
定
型
精
神
病
の
提
唱
に
発
展
し
て
い
く
。
一
九
四
四
年

に
阿
部
良
男
は
混
合
精
神
病
に
つ
き
報
告
し
た
。

双
生
児
法
は
同
胞
例
研
究
の
特
殊
部
門
で
あ
る
。
一
卵
性
双
生

児
の
分
裂
病
不
一
致
例
は
児
玉
・
奥
田
三
郎
に
よ
り
一
九
三
五
年

に
報
告
さ
れ
た
。
中
川
報
告
に
は
二
卵
性
双
生
児
が
は
い
っ
て
い

た
。
一
九
三
九
年
に
は
吉
益
脩
夫
が
一
卵
性
双
生
児
の
精
神
薄
弱

を
、
内
村
ら
は
一
卵
性
双
生
児
の
分
裂
病
不
一
致
例
を
報
告
し
た
。

同
年
の
田
村
幸
雄
ら
の
報
告
に
は
卵
性
不
明
の
緊
張
病
双
生
児
が

ふ
く
ま
れ
る
。
一
九
四
一
年
に
は
吉
益
が
双
生
児
の
精
神
病
質
犯

罪
者
計
一
八
例
を
報
告
し
た
。
双
生
児
法
に
よ
る
本
格
的
な
臨
床

的
研
究
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
病
気
で
な
い
双
生
児
の

性
格
研
究
は
一
九
四
二
年
に
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
結
果
は
岡

田
敬
藏
、
諏
訪
望
が
と
も
に
一
九
四
七
年
に
報
告
し
た
。

三
宅
の
精
神
鑑
定
例
を
発
端
者
と
す
る
五
、
六
世
代
に
わ
た
る

家
系
図
は
分
裂
病
二
九
四
一
）
、
躁
鯵
病
（
一
九
四
五
）
に
つ
き
発

表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
容
検
討
は
鰭
崎
轍
に
よ
る
小
報
告
二

精
神
疾
患
の
遺
伝
を
い
う
に
は
、
一
般
人
口
の
有
病
率
が
ま
ず

た
し
か
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
る
地
域
の
一
斉
調
査
あ

る
い
は
穿
刺
法
に
よ
る
一
般
人
口
の
調
査
は
内
村
の
指
導
下
で
お

こ
な
わ
れ
た
。
内
村
ら
に
よ
る
八
丈
島
調
査
二
九
四
○
）
、
三
宅

島
調
査
（
一
九
四
二
）
、
平
塚
俊
亮
ら
に
よ
る
神
奈
川
県
某
地
調
査

（
一
九
四
二
、
津
川
武
一
ら
に
よ
る
池
袋
調
査
（
一
九
四
二
）
、
秋

元
波
留
夫
ら
に
よ
る
小
諸
調
査
（
一
九
四
三
）
、
諏
訪
に
よ
る
学
生

調
査
二
九
四
○
）
、
吉
松
捷
五
郎
ら
に
よ
る
入
院
患
者
な
ど
を
発

端
者
と
す
る
も
の
（
一
九
四
三
）
が
あ
り
、
最
後
の
も
の
は
立
津
政

順
に
よ
り
一
九
四
七
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
よ

り
は
じ
め
て
、
日
本
に
お
け
る
精
神
疾
患
の
有
病
率
、
遺
伝
の
状

況
が
ド
イ
ツ
の
も
の
に
類
似
す
る
こ
と
が
た
し
か
め
ら
れ
た
。
そ

し
て
、
国
民
優
生
法
に
学
術
的
裏
付
け
を
事
後
的
に
あ
た
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）
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